
The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　for 　Culture 　ln 　Engllsh

二 人の 作家の 秘密 の ない ス フ ィ ン ク ス
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序

　 オ ス カ
ー ・ワ イル ドとヘ ン リ

ー ・ジ ェ イ ム ズ は 、
ほ ぼ 同時代 に ロ ン ドン で

活躍 した 作家だ が 、
二 人の 間に あ っ た もの は 、交友 関係 とい うよ りは敵対 関

係 に 近い だ ろ う。 性 格が 対照的な二 人 は 、 お 互 い に相手 に対 して 好 ま し くな

い 評価 を 口 に して い るが 、 ライ バ ル 関係 以外 に も二 人 に は接点が ある 。
ジ ョ

ナ サ ン
・

フ リ
ー

ドマ ン は 、 こ の 二 人 の 作家は 互 い の 作品 の 台 詞 を形 を変 えて

取 り込 ん で い る と指 摘 し （Freedman 　l67）、 特 に 90 年代 の ジ ェ イ ム ズ の 作

品 に は ワ イ ル ドの 影 響が色 濃 く出て い る と考 え る。確 か に 、 二 人 の 作家 の 作

品 には 、
プ ロ ッ トや 登場 人物 の 類似が 見 当た るが、 そ れ 以 上 に 、根本的 な方

向性 の 類似 に は注 目す べ き点 が あ る 。

　 ワ イ ル ドの ア イ ル ラ ン ド人 と して の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー は よ く検討 され

る の に 対 し 、
ジ ェ イ ム ズ の ア イル ラ ン ド性 は 、 まず取 り上 げ られ る こ とは な

い
。 しか し 、 ア イル ラ ン ドの 移 民 の 先祖 を持 つ ジ ェ イ ム ズ は 、 自分 をア イ ル

ラ ン ド系 と して 自覚 して い なか っ た として も 、 ジ ェ イ ム ズ 家 の 人 々 は 話す こ

とや 書 く こ とを非 常に得意 とし て お り、彼 が言葉 に溢 れ た家 系の 出で あ る こ

とは 特徴 的で あ る 。 さらに 、 ジ ェ イ ム ズ の ゴ ー ス ト ・ス トー リー や 不 思議 な

話 に は 人 を驚かせ る よ うな想像力が感 じ られ 、作家の 饒 舌な ス タイ ル も話 が

尽 き る こ とが ない ア イ リ ッ シ ュ の 豊か さを思 わせ る とこ ろが あ る 。 そ して 、

二 人 の 作家の 作 品 に は漠 然 と した気 質や表面 的な表現の 類似 を超 えた 共 通点

が あ る 。

　 ワ イ ル ドは 「嘘の 衰退 」 （
“

The　Decay　of 　Lying
”

，
1889）で 明言 して い る よ

うに、 言 葉 が 直接 的 に 何 か を指す機 能 以外 の もの を常 に 重 視 して き た 。 物

語 が か も し出す余韻や謎 を讃 えた ワ イル ドの 作 品を
一

つ 挙げ る と 、
「秘密の

ない ス フ ィ ン クス 」 （
“

The　Sphinx　Without　a 　Secret
”

，
1887）が あ る 。 そ して 、

ある種 の ライバ ル 関係 に あ っ た ヘ ン リ　一一
・ ジ ェ イ ム ズ に も 、

こ の 作品 を思 わ

せ る短編小 説 が ある 。
「友達 の 友達」 （

“

The　Friends　of 　Friends
”

，
1896） と名

づ け られ た こ の 作品 は 、

一
見 した と こ ろ ジ ェ イ ム ズ が 多 く描 い た ゴ ー

ス ト ・

ス ト
ー

リ
ー

の
一

つ だ が、 謎が 消 える こ とで 失われ る もの 、 変わ っ て しま うも
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の を描 い て い る とい う特徴が ある 。
「秘密 の ない ス フ ィ ン ク ス 」 で は、謎 め

い た レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イ は 、 自分の 正 体が解明 され る と 、 そ れ に 耐 え られ な

い か の よ うに 死 ん で しま う。 他方 「友 達の 友達」 で は 、 正 体 を明 か す こ と と

死 ぬ こ とは 分か ちがた く関係 して い る よ うに 見 え る 。 た だ し、 こ の 二 人 の 物

語 で は、 問題 の 人 物の 死 後、謎が 消滅 した と思われ る 時に な っ て 、
二 人 に ま

つ わ る謎 は手 に負 え ない ほ ど大 き くな っ て い る こ とも見逃 しが た い
。 本論 で

は、 ワ イ ル ドとジ ェ イ ム ズ が 描い た作 品 申の 「謎」 の 性 質を再 検討す る 。

L 秘密 と女性性 とフ ィ ク シ ョ ン 性

　 ワ イル ドは謎 め い て 魅惑的な女性 を多 く描い て い る が 、
ジ ェ イ ム ズ も謎 め

い た女性 を何 人 も描い て い る 。 関係者 の 人 生 を意図 しな い うちに狂 わせ て し

ま う『鳩の 翼』（The　Mings （〜f　the　Dove
，
1902）の裕福 な ミ リ

ー ・シ ー
ル はフ ァ ム ・

フ ァ タ
ー ル 的で あ る し、 資産を持 た ない 地 味な女性 に さえ

、 謎 め い た 雰 囲気

が ま つ わ り っ い て い る こ とが少 な くな い
。 例 え ば 、 ミ リセ ン ト・ベ ル は 、

「密

林の 獣」 （
“ The 　Beast　in　the　Jungle”

，
1903） の メイ ・バ ー トラ ム が 、 作 品 中で

「ス フ ィ ン ク ス 的 」 （sphinx −like） と呼 ばれ 、彼 女 につ い て の 説 明 が 最後 の 場

面 まで 抑 え られ て い る こ と に 目を 向けて い る （Bel1270）。

　 「秘密 の ない ス フ ィ ン ク ス 」 の レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イ や 「友達 の 友 達」 の 貴

婦人 は 、 秘密 を剥 ぎ取 られ る こ とで 消滅 して しま うか 、 死 際 で な い 限 り秘 密

を明か す こ とがで きない
。 こ の 展 開は 、 他者や対象 を理 解 しよ う とす る際 に 、

強 い 光 を当て て 対 象 が 消滅す る ま で 分 析す る こ との 無 意味 さ を語 る 。 そ し

て 、
二 人 は 、 い な くな っ た後 で 、 関 わ っ た 人 に忘れ が た い 印象 を残 して い る

の も事実で あ る 。 こ こ に は 、 物語 を取 り巻 く魅惑的な雰囲気 、 あるい は フ ィ

ク シ ョ ン 性 は 、 突然 消 され る こ とに よ っ て の み 不 可 解 な もの と して 後に 残 る

とい う皮肉が あ る 。 ミ リー ・シ
ー

ル は 、 死 ぬ こ とに よ っ て 神 々 しい まで の イ

メ ー ジ をま と うこ とに な る が 、
ジ ェ イ ム ズ の 作 品 の 死 を細 か く分析 した ア ン

ドリュ
ー ・カ ッ テ ィ ン グ は 、 ミ リ

ー
の 死 は 直接そ の 場 面 を描か ない こ とに よ

り 、 作品 中 に 拡 散 して い る と捉 え る （Cutting　82）。 カ ッ テ ィ ン グの 指摘 は 死

に焦点を絞 っ た もの だ が 、 死 に至 らず とも 、 完全 には理 解で きない 神秘 は 作

品 全 体に 広 が っ て い く性質 を持 っ
。

こ の 広 が りは、 漠然 と人 間 の 不 可解 さを

表 現す る もの で あ る と同時 に、
一

つ の 独 立 した 作 品 が
一

人 の 人 間 の 個性の よ

うに 放つ フ ィ ク シ ョ ン 性 も感 じ させ る もの で ある 。
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　 「秘密 の な い ス フ ィ ン ク ス 」 で も 「友達 の 友達」 で も 、
フ ァ ム ・ フ ァ ター

ル 的な二 人の 女性 は、 女性 の 神秘性 を示 して い る だ けで は な く 、 物語 を とり

ま く、 見 えない 要素で あ る フ ィ ク シ ョ ン 性 を示 して もい る 。
二 っ の 作品 の 女

性 達の 謎 は 、 物語の ス トー
リ
ー

に は完全に回 収で きない 根本的な謎 と言 っ て

もよい もの だ ろ う。 ワ イル ドとジ ェ イ ム ズの 描 く謎 は 、 この よ うな 広 が りを

感 じ させ る もの で あ る。 ワイ ル ドの 「秘密の ない ス フ ィ ン クス 」 で は 、 次の

レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イ の 顔 立 ちを描 写す る場 面 で は 、 謎 と美 が 関連 した もの で

ある こ とが語 り手 に よ っ て 告 げ られ る。

It　seemed 　to　me 　the　face　of 　some 　one 　who 　had　a　secret
，
　but　whether 　that

secret 　was 　good　or 　evil 　1　could 　not 　say ．　lts　beauty　was 　a　beauty　moulded 　out

of 　many 　 mysteries − −the　beauty
，
　in　fact

，
　which 　is　psychological，　not 　plastic

and 　the　faint　smile 　that　just　played　across 　the 皇ips　was 　far　too　subtle 　to　be

really 　sweet ．（The （］omplete 　Oscar　Milde　209 −10）

　謎 を残 すこ と 、 あ る い は作品 中で あえて 書 き残 しの 部 分 を作 る描 き方は 、

美的 な余韻 を 生み 出 して い る 。 こ れ は 日本人 に は馴 染み の 余 白の 美意識 も思

わせ る が
、

こ の 余 白は 、 庭 が 自分 の 家 と他 人の 土地の 間の 緩衝地 とな る よ う

に 、 作品 と作品 の 外 の 世 界 を繋 ぐ役 割 も果た すだ ろ う。
エ ドガ ー ・ア ラ ン ・

ボ
ー

が 、 秘密 が解 明 され ない こ との 重 要 性 を見抜 い て い た こ とは 知 られ て い

るが
、 作 品中の 謎 は 、作 品の 完成度 を 高め るだ けで な く、 作品 を外 の 世界 へ

と繋ぎ もす る 。 作 品中の 謎 は 、作 品 の 外 の 現実 世 界 は実 は 謎 めい て い る の に 、

普段 それ に気づ い て い ない こ とを思わせ る と も言 え る 。

　 そ して 、 秘密 は 、 物語 の ふ くよ か さを生 み 出す だ けで な く、個人 の 理 想的

生 活 と も密 接に 関わ っ て い る 。
レデ ィ

ー ・ア ル ロ イ や メ イ ・バ ー トラム の よ

うな不 可 思議な女性 は 、 女性 の 神秘や フ ィ ク シ ョ ン 性 の 比喩 と して あ るだ け

で な く、
一 度は こ の よ うな 大 き な もの を匂 わせ な が らも 、 結局 の とこ ろ

、
二

人 は個人 の 生活 を重視す る必 要性 とい う小 さな場所 に 戻 っ て くる 。 二 人 の 女

性 に 共 通 す るの は 、個 人的生 活 を重 視す る態度 で あ り 、 こ こ か ら謎 が生 じて

い る。
ワ イ ル ド とジ ェ イ ム ズ が 謎 め い た人物 を描 きなが ら示 して い る の は 、

個人 の 生活 の 中に潜 む美 意識 で あ る とも言 える だ ろ う。
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2 ．境界線 とズ レ

　 人 や物 を取 り巻 く神 秘 を考 え るな ら、 ジ ェ イ ム ズ の 作品 に は 、 自分好 み

の 世界 を作 り出 し 、 それ を外の 世界 か ら遮 断す る こ とで 守 ろ うとす る人物が

何 人 もい る。 例 えば、 自分 と半 ば同化 した骨 董 品 の コ レ クシ ョ ン で 自分だ け

の 領域 を作 る 「ポ ン トン の 収集品」 （
“
The 　Spoils　of 　Poynton

”
，
1896） の ゲ レ

ス 夫人 や 自分 の ア ル タ
ー

エ ゴ の 住む 家に執着す る 「楽 しき場 所」 （
“

The 　Jolly

Comer
”

，
1908）の ブ ライ ドン が ある。 ゲ レ ス 夫人 にっ い て 考 える と 、 見 事 に

骨董 品をデ ィ ス プ レ イす る彼女 の 家は美術館 の よ うだ が 、 そ こ に は 明 らか に

彼女 の 個性 と コ レ ク シ ョ ン され た 物 が融合 した 独特の 地場の よ うな もの が あ

る 。 そ して 最後 に ゲ レ ス 夫人 の も とを離れ た骨董 品が 全て 炎上 して しま うの

は 、芸術家 と芸術 が 切 り離せ な い こ と ともに 、本体 と余韻の 分 断 は全体 を損

ね て しま うこ とを示 して い る よ うに も見 え る。

　 ゲ レ ス 夫人 は 、職業的 に は 芸術家 で は ない こ と に 注 目 して お きた い 。 彼 女

は ワイ ル ドの 理想 に 重 なる よ うに 、 自分の 生活 そ の もの の 芸術化 を図 っ て い

る とも言 え る 。 もし ジ ェ イ ム ズ の 作 品の 中で 最 もワイ ル ド的な人 物 を挙 げる

な ら、 歯切 れ の よい ウィ ッ トと才能 を持 っ た ゲ レ ス 夫人 を挙 げ る こ とが で き

る だ ろ う。 彼女 は ジ ェ イ ム ズ とワイ ル ドの 接点 を感 じ させ る人 物 で ある。

　 ジ ェ イ ム ズ が 描 い た 女性 の 中で 最 も神 秘 的 と思 わ れ るの は ミ リ
ー ・シ ー

ル だ が 、
バ ー ジ ニ ア ・ス ミ ス は こ の 性 質 を意識 して 、 『鳩 の 翼』 を避難場 所

を 見つ け、 自由 を 求 め 、 ひ どい 現 実 に 挑 む 物語 と位置 づ け て い る （Smith

177）。
ス ミス は ミ リー の 俗 世間 とは 溶 け合 わ ない 性 質に 目を向けて い る が 、

こ の ミ リー の 性 質 は 、 彼 女 と
一

般 の 人 々 の 間に あ る 見 えな い 境界線 を感 じ さ

せ る 。
こ の 人 と人 の 問に あ る境界線 は 、

一
人 の 人が 世間に 対 し て 本来の 自分

を隠す た め に 持つ 建 前 と同様 、異 なる二 つ の もの の 間に 横 た わ っ て い る。 ワ

イル ドを読 む際 に は 常に 意識 され る建前 、 あるい は 「表 面 」 （surface ）は 、
ジ ェ

イ ム ズ の 作 品 を読む 上 で も鍵 となる こ とが 見 え る。

　 こ っ そ り と 自分 の 空間 を作 り上 げるの は 、
ワ イル ドの 作 品 で は 、

ス フ ィ ン

ク ス と呼 ばれ る女性 に限 らず 、醜い 絵 を密 か に人 目の 触れ な い 部屋 に 隠す ド

リア ン ・グ レ イ に も当て は ま る。 ワイ ル ドとジ ェ イ ム ズ に 共通 して い る の は、

二 人が繰 り返 し表現 し よ うとし て い る 「秘密」 は 、どち らの 作 品 にお い て も、

登場人 物 が苦心 して 作 り出す 、限 られ た場 所の 中 で 守 られ て い る こ とで あ る 。

　 こ の 「秘密」 に も う
一

歩踏み込む と 、 科学的分析 か らこ ぼれ 落ち る 神秘 は 、
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非 日常的空間に 潜ん で い る よ うで あ っ て 、 日常 の 中に ある と言 え る 。 思想的

な面 か ら考 え る と、 ワ イル ドはケ ル ト人 と して 、 イ ギ リス の 経験主 義 に反発

し、 カ ン トや ニ
ー チ ェ な どの ヨ ー

ロ ッ パ 大陸の 思想 に傾倒す る傾 向が あ っ た

こ とを、 ト
ー

マ ス ・ライ トは ワ イ ル ドの 蔵 書 も調 査 し た 上 で 確認 し て い る

（Wright　96）。 ワ イル ドは ドイ ツ 文学 の 本 を か な り所 有 し、 ドイ ツ 語 で 読 ん

で い た が 、 そ の 中で も E ．T．A ．ホ フ マ ン に 引か れ て い た の は 、 ア イ ル ラ ン ド

民 話 に親 しん で い た ワ イル ドと して は 自然で ある だ ろ う。 ジ ョ ン ・ス ロ
ー

ン

は、 ワ イル ドの 作品 に複合的 （multi −dimensional） な要素が あ る の は 、 ドイ

ツ の フ ェ ア リ
ー ・ テ ール 的 で あ る と指摘 し、 さらに ホ フ マ ン の 作 品で は 善 と

悪 の 対 立 とい うよ うな問題の 解決 は 、 現実 の 世界 で は ない とこ ろで な され 、

ワ イ ル ドは こ の 流れ を引 き継 い で い る と見 る （Sloan　82）。 確か に ワ イル ド

の 物語 で は 昼 とは 違 う夜 の 世 界 で 物語 が急展 開す る こ とが あ り、 「秘密 の な

い ス フ ィ ン クス 」 で は裕福 な人 物の 日常か ら外 れ た ロ ン ドン の 貧 しい 街 角が

重要 な場所 とな る 。

　 しか し 、
ワ イル ドの 作品 の 非 日常 は 、 別世 界 と言 うほ どか け離れた 場所 で

は ない こ とが 特徴で ある 。 例 え ばホ フ マ ン の 代表 作の
一

っ で あ る 『くるみ割

り人形』 （／＞ussimacker 　und 　Mausekoenig
，
1816） で は 、 夜に な る と別 世 界 が 出

現す るが 、 ドリア ン
・グ レ イ が さま よ う夜 の 街や ス フ ィ ン ク ス と呼 ばれ る女

性 の 隠れ 家は 、 日常の 生活 圏の す ぐそ ば に あ り、 境界線 が意 識 され る こ とに

意味が ある 。 余韻 は 境界線 の 周 りに存 在 し、 た っ ぷ り と現実か ら離れ た場所

で は消滅 して しま う。 境界線周 辺 の 場所が生 む 危 うさや ス リル は、 そ こ で 知

人 に 出会 っ た ら咎 め られ る危険 の お 陰で 成立 して い る 。
ワ イ ル ドの 場末や夜

は、 異世界 を作 り出す の で は な く、 同 じ もの の 色 を変 えて 見 せ る と言 うこ と

もで き るだ ろ う。 そ の 意味で ワ イ ル ドの 秘密 の 場所 は 、 遠い 場所で は な く 、

深 い 場所 に存在 して い る 。

　ス テ ィ
ー ブ ン ・ドナ デ ィ オ は 、 ジ ェ イ ム ズ の 『黄 金 の 杯 』 （The　Golden

Bowl
，
1904） を理 解す るの に 、道徳的理想は 不道徳 な手段 で な され え る と考

え る ニ ー チ ェ の 考 え を持 ち出 して い る （Donadio　249）。 こ の ドナ デ ィ オ の こ

の 指摘の 中で 読 み 取 りた い の は 、 道徳の 問題 よ りも手段 と成果の ズ レ で あ る 。

ワイ ル ドや ジ ェ イ ム ズ の 作品 で は 、 しば しば境界 線が 描か れ る と とも に 、 ド

ナデ ィ オ の 指摘 の 通 り、 作 中人物 の 行動が 最終的に 表現 され るもの とずれ て

い る こ とが少 な くない 。 そ して 、 悪 を描 くこ とで奥 に潜む美を表現する とい

うよ うな ズ レ か らも、謎や余韻 が生 まれて く る と言 っ て よい だ ろ う。
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3 ．物 語 の 要 素 と して の 余韻

　 ワ イ ル ドは 他 の 作 家の 作 品 の テ ー
マ や ス ト

ー
リ

ー をよ く借用 し た こ とで

知 られ て い るが 、人 か ら聞い た話 を ヒ ン トに 作品 を書 く こ とが 多か っ た ジ ェ

イム ズ も 、 ワ イル ドに負 けず劣 らず人 の もの を取 り入れ る こ とに躊躇い が な

か っ た と言 え る 。 それ は 、 ある意味 で は 、 自分の 作品 と他 人の 作品 、 あ るい

は 自分 の ア イデア と目に付い た題材 との 間に あ る隙間を的確 に意識 してい た

た め だ と も考 え られ る。 物語 にふ く らみ を持 た せ る フ ィ ク シ ョ ン 性 の あ りか

を探 る時、科 学的分 析 で は全 て を消 し去 っ て しま うだ けだ と して も 、 物語の

中の 曖昧 さだ けで な く 、 ある物語で 用い られ る言葉 やプ ロ ッ トか ら湧 き出す

余韻 に 目を向ける こ とが で きる 。 二 人 の 作家 が 、 ともに 外 か らの ア イデ ア を

取 り入 れ る こ とに 罪 の 意識 を感 じて い なか っ たの は 、 物語 の 色艶が そ こ に あ

る と実証 的 に指 し示 す こ とが で きない 隙間 、 あ る い は 余韻 も作品 の うち と見

做 して い たた めだ と考 え られ る の で は なか ろ うか 。

　 レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イ が部屋 の 中に 現 われ た 際の 神 秘的な様 子 は 、

“looking

like　a　moonbeam 　in　grey　race
”

（The　Com ρlete　Oscar　malde　210） と描 か れ 、 月

を取 り巻 く灰 色の 雲 に た とえ られ て い る 。 こ こ で 描か れ るべ 一
ル の よ うな雲

は 、 ま さに こ の 作 品全 体 を神 秘的 に仕 上 げる不 可解 な余韻 と同 じ もの で あ る 。

　登場 人物や事実 を と りま く魅惑的な灰色 の 雲 は 、 ジ ェ イ ム ズ も好ん で 描い

た もの で あ る 。
ジ ェ イ ム ズ の 作 品 で は 解釈 が い くつ も可能 で あ る曖昧 さは お

馴染み の もの だ が 、 「友 達の 友達 」 で は 、例 え ば見 た もの が 幽 霊 だ っ たの か

そ うで な い の か 判断 が で き ない 揚 面 で は 、 目撃者 を診察 した 医者の 反応 は 、

He 　gave　her　a　remedy 　fbr　hystehcs
，
　but　said 　to　the　aunt 　privately：

“ Wait　and 　see

if　something 　doesn’

t　happen　at　home ．
”

（The　Novels　and 　Tales　326）と表現 され る。

こ こ で は 、 医者 が気 を利 かせ て ダブル ス タ ン ダー
ドを持 ち込 む こ とで 、作 品

に は効 率的に非 日常的な もの の 気配 が 持 ち込 ま れ て い る 。

　 ジ ェ イ ム ズ は 、
レ デ ィ

ー ・ア ル ロ イ の 灰 色の べ 一
ル に 当た る もの を 、 状況

の も どか し さが 生 み 出す こ とも よ く心得 て い る 。
「友達の 友達」 で は 、 と も

に 幽霊 を見 る能力 を持 つ らしい が 面会が どうし も妨 げ られ る二 人の 状況 は 、

次の よ うに描 か れ る 。

　　They　were 　in　a　word 　altemate 　and 　incompatible；they　missed 　each

other 　with 　an 　inveteracy　that　could 　be　explained 　only 　by　its　being　precon一
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certed ．　It　was 　however　far　from　preconcerted　that　it　had　ended − literally

after　several　years− by　disappointing　and 　annoying 　them．　1　don’

t　think　their

curiosity 　was 　lively　till　it　had　been　proved　utterly 　vain ．（The ハrovels　and

Tales　332−33）

　 こ こ で は 、 簡単に 会 うこ とが で き るは ずの 二 人 が不 自然な偶然 のせ い で 会

えな い とい う日常の 中の ゆが み が 、 思 い が けず不 可解 なエ ネル ギー を生 み 出

して い る。
ジ ェ イ ム ズ は 、人や状況 に ま つ わ りつ く不 可解 な気配 を様 々 な表

現手段 で 描い て きた 。 ジ ェ イ ム ズ の 作 品に 表れ る権力 を分析 した マ
ー ク ・セ

ル ツ ア ー は 、例 えば 『使者た ち』 （77ie　Ambassadors， 1903） の チ ャ ドは 、 広 告

は物 を物以 上 に す る もの だ と言 っ て い る こ とに 注 目 し 、
ス トレ ザー に とっ て

は チ ャ ドが 若 さ と 自由の 広 告だ と見 る （Seltzer　145−145）。 た だ し、
セ ル ツ ァ

ー

は この よ うなふ くらみに 、 美的余韻よ りはカ を見出 して い る 。
セ ル ツ ア

ー
は 、

フ ー コ ー の 言 う力 は 外 部 に あ る もの で は な く、 内部 に存在す る もの で あ るた

め 、 社会習慣 はカ を象徴す る もの で はな く、カ そ の もの で あ り、 文学 はそ れ

自体力 を持 つ と考 える （Seltzer　 153）。 こ の 考 えは 、 ジ ェ イ ム ズ の 作品 の 中の

行 動 を現 実の 作用 と見做す ヒ リス ・ミ ラ
ー

の 考 え に も重 なる分析で あ り、 作

品 に現 実的な力 を与 えて い る 。 しか し 、 ジ ェ イ ム ズ の 、 あ るい は ワ イ ル ドの

作品の 余韻 は 全 て作 品の 外 の 力 に置 き換 え られ な い とこ ろに 意味 が あ る 。

　チ ャ ドが 広 告 か ら感 じ取 る 商品 の 価 値以上 の 印象や ス トレ ザ ー
が チ ャ ド

に 感 じ る若 さへ の 憧れ で は 説 明 し切れ な い 複雑 な感覚は 、
い わ ば余韻 だ が 、

作品 内 で 描か れ る もの が 現実 の 世界 に あ る もの の 象徴 だ と割 り切 る こ とを避

ける な らば 、 作品 の 中の 余韻が作品 の 外 に 流出 して しま うの を止 め る こ とが

で き る 。 実 の と こ ろ 、 作品 の カ の うち 、 外 の 世 界 で は 実在 しな い よ うに 見 え

る こ の 余韻の 部分 が
、 作品 に独特 の 力 を与え て い る 。 作品 の 中 で は 、 あ る言

葉 が あ る もの を き っ ち り と指 す とい う対 応 関係 で 割 り切 れ な い こ とこ そ が
、

作品 を保護 し
、 豊か さを温 存 して い る。

4 ．音楽的 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

　 シ ュ ライ エ ル マ ッ ハ
ー は 、

一
般 に 言 語 の 限界 を示 した 思想 家 と して 知 ら

れ るが 、 ア ン ドリュ
ー ・ ボ ウィ は 、

シ ュ ラ イ エ ル マ ッ ハ ー を再評価 し よ うと

す る試 み の 中で 、 シ ュ ラ イ エ ル マ ッ ハ ー が 言葉 に 依存 しない 音楽的 コ ミ ュ ニ
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ケ
ー

シ ョ ン （musical 　communication ） に注 意を払 っ て い た こ とに 注 目 して

い る。 ボ ウィ は、芸術 作 品 の 創 作 の 際 には 、 創作 の ため の 法則 を利 用 す るが 、

そ の 利 用 の 仕 方 は多様 で あ る とシ ュ ライ エ ル マ ッ ハ
ー

が考 えて い た点 に豊か

さの あ る緩 み を発見 して い る （Bowie 　218）。
こ の 作品創 作上 の 緩 み は 、 出

来上 が っ た作 品の 余韻 と似 る。

　 ペ イ ター が 音楽 を内容 と形式 が一 致 した理 想 形 と考 えた こ とは よ く知 ら

れ て い る が 、伝達の 観 点か ら見 るな ら、音楽の 内容 と形式 の 間 に は 、余韻 も

含ま れ て い る だ ろ う。 ボ ウィ は 、 言語 と音楽を繋 ぐの は比 喩 の 考 え方 だ と適

切 に 指摘 して い る が （Bowie 　209）、 文 学作 品 は 、 と りわ け比 喩 と深 く関わ

る もの で あ る 。 そ して ワイル ドや ジ ェ イ ム ズ が描 こ うと して い る余韻 は 、 言

葉の 合理 的な機 能に依存 し き っ て い ない とい う意味で 、 こ とさ ら音楽 よ りの

性 質 を持 っ 。

　 ともに 極度 の ス タイ リス トで あ っ た ワ イ ル ドもジ ェ イ ム ズ も 、 当然 、 形式

に こ だ わ りを見せ て い たが 、 二 人 が 目を向 けて い た の は 、余 韻 を生 み 出す ス

タイル で もあ っ た と言 え るだ ろ う。 あるい は 、
ワ イ ル ドとジ ェ イ ム ズ に と っ

て 、 形式 は 、 余韻 に 昇華 され るべ き もの で あ っ た と言 え るの で は な か ろ うか。

　 余韻 は 、決 定不 可能性 とは 、少 な くとも比 重の か か っ て い る部分が違 うと

い う意 味で 異なる 。 二 人の 作家の 作品 中の 謎 が謎 と して 残 る時 、そ もそ も揺

るぎない 事実は 存在 し え ず 、 判断 とい うもの は根 本 的に成 り立 たな い と主 張

され て い るわ けで は ない
。

レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イが 場末の 部屋で 本 当に何 も し

て い なか っ た の か ど うか は 、 事実が 描写 され ない だ けで 、 事実が な い わ けで

は ない 。 答 えは存 在 して い るが 、 必 要 が な い た め見せ られ ない と言 うこ と も

で きる 。 そ の た め 、 彼 女が秘密 の 部屋 で 大 した こ とは して い な い と して も何

を感 じ、 そ の 部 屋 を借 りさせ るほ ど彼 女 を 「秘密 」 とい うもの に引 きつ けた

もの が 何で あ るの か は 、 依然 、 不鮮明 さの 中に あ る 。 ミス テ リ
ー

好 きだ と語

り手 が 断 定す る レ デ ィ
ー ・ア ル ロ イ が魅 惑 され た の は 、特 定 の 秘密 で は な く 、

よ り大 き く漠然 と した 「秘密 」 や 「神秘」 そ の もの だ と考 え られ る 。 これ は

判 断不 可能 とい う判 断 を読者 に押 し付 けて い る の で はな く 、 読者 を レデ ィ
ー ・

ア ル ロ イ の 「もや 」 の 中に 取 り込 も うと して い る と見 るべ きだ ろ う。
「秘密

の な い ス フ ィ ン ク ス 」 は 、 こ の 「もや 」 の 美 し さを見せ るた め の 作 品だ と言

うこ と もで き る 。

　二 人 の 作家は 、 人 間の 判 断の 限界 で はな く、 見えに くい 余韻の 存在 を間接

的に 描い て い る。 こ の 余韻 は、 ゴ シ ッ クの 恐 怖 は不 可解 な もの が見 え る こ と
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に あ る の で は な く 、 相手 が 見 え ない た めに生 じ
、 そ の 存在 は気配 に よ っ て 示

され る の と同 じ よ うに 、 遠 ま わ しに示 され て い る 。 そ して 、
二 人 に共 通 す る

の は 、
「秘密 」 が漠 然 と魅力 的 な だ け で な く、 育ち の い い レ デ ィ

ー ・ア ル ロ

イ に 思 い 切 っ て 場末 の 部屋 を借 りさせ 、
「友達 の 友達」 や 「密 林の 獣」 の 主

人 公 達の 生活 が秘密 を 中心 に 回 る 生活 に な っ て しま っ た よ うに、現 実 的 な影

響力 を秘 めて い る こ とを描い て い る点で あ る 。

　 「秘密 の な い ス フ ィ ン ク ス 」 や 「友 達の 友 達」 は 、科学 的分 析 が 小説 を ど

の 程度破壊で き るの か 、 あ るい は 味気 ない もの に で き るの か とい う問題 に 関

わ っ て い る 。 しか し、 こ れ らの 作 品 に は登 場 人物 の 想 像は 含 まれ て い る とは

い え 、 非現実的な設定は
一

切 ない
。

二 つ の 作品に 登 場す るの は 奇妙な 人達 で

は な く、 客観 的 に 見て 常識 人 で あ り 、 物 語 に も無理 な展 開 は な い 。 っ ま り、

少 な く とも リア リズ ム と余韻 は 両立 して い る 。 分析 が切 り込 ん で い け る の は 、

言 葉で 表現 され た作品の 内容 の 部分だ けで あ り、 余韻 に は手 をつ け る こ とが

で きない 。 しか し、余韻は 、決 して 現 実離れ し た もの で は ない
。

　 同 じ言 葉 で も使 う人 間の 過去 の 体験 に よ り意味 は 異 な る とい うシ ュ ラ イ

エ ル マ ッ ハ
ー

の 基 本的な考 え方 を逆方 向 に 広 げ て い くと、 それ で も共通 感 覚

は 存在す る とい う前提 に ぶ つ か り、
こ の 感覚 は二 人 の 作家の 扱 う余韻 へ と繋

げて 考 え る こ とが で き る 。
レ デ ィ

ー ・ア ル ロ イ が 「謎」 とい うもの に 引きつ

け られ た の は 、謎 が持 つ 神 秘性 に 惹 かれ た た め だけ で は な く、謎 は 自分 を人

の 目に とっ て 魅惑的に す る こ とを意識 して い た た め 、
つ ま り謎 に対す る人 の

共 通感 覚を漠然 と感 じて い た部 分が あ っ た た めで あろ う。 ジ ェ イ ム ズ の 描 く

謎 や秘密の 場合は 、 それ を作中人物が突き詰め る と
、 謎の 中に は あ る 種 の 理

想 的 な 人 間 関係 が含 まれ て い る こ とが 「密 林 の 獣 」 や 「使者 の 祭壇」 な ど複

数 の 作品 に示 され て い る 。 そ う考 える と
、 謎 は 、理 解で きな い もの と して あ

るの で は な く、 手 が 届 か ない が 、存在す る こ とに よ り人 に 何 か を伝 え る もの

で ある と取 る こ とが で き る 。

　 分析家で は ない ワ イル ドや ジ ェ イム ズ が行な っ た の は 、 科学的分析 、 あ るい

は言葉 の 指 し示 す範囲か ら逸脱す る もの が あ る と示 す分析 で は な い だ ろ う。 美

意識の 強い 作家が試 み た の は 、
「余韻」 を合理 的に分析す る こ とで は な く 、 そ

れ が い か に 強烈 なもの とな りえ る の か を作品 を通 して 体 験 させ る こ とで あ る。

「余韻」 が言葉に よる説 明 を退 け る性 質 の もの な ら、 それ が あ る と知 る た め の

手段 は 、 体験の み で ある 。 気質的に は 対照的な ワイ ル ドとジ ェ イム ズ は 、 こ の

よ うな余韻を味わ うこ とを重視 した点 で は 、 非 常に近い 存在 で ある と言 える。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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Synopsis

The Sphinx without  a Secrete Written by Two  Authors

                                       KAWAGUCHI  Ibshiko

   In spite  of  the rivalry and  dislike between Oscar Wilde  and  Henry  James,

they  seem  to have taken some  hints from each  other's  stories.  But what  is more
important is the similarity  in their basic strategy  of  storytelling.  Wilde liked to
create  rnany  mysterious  people, and  

"The

 Sphinx Without  a Secret" is a  story  that

features aesthetic  mystery.  And  Henry  James's 
"The

 Friends of  Friends" can  be

plaeed beside this short  story  ofWilde's  when  we  think of  the mysteriousness  that

is crucial  to their writing  style. In these stories  delicate nuances  and  images that
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lie　between　the　lines　come 　more 　into　focus　than　plots　or 　characters ．　When 　the　two

authors 　are 　placed　side 　by　side
，
　their　well −known　ambiguity 　or 　playfUlness　takes　a

clearer 　shape 　as　a　writing 　style ．
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